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研究成果の概要（和文）：  本研究では、高齢障害者が余暇活動を主観的に楽しむプログラムを開発した．その
プログラムは，＜過去・現在・未来に想いが広がる楽しさ＞＜考える楽しさ＞＜達成感による楽しさ＞＜人と関
わる楽しさ＞＜心身が肯定的に変化する楽しさ＞の5つの余暇活動の治療戦略と楽しさを学ぶプログラムであ
る．このプログラムを脳卒中，骨折，心疾患，認知症高齢者に実施した結果、各々の高齢障害者が主観的に余暇
活動を楽しむことができ，心身機能や活動および参加が改善した．
　したがって，余暇活動の5つの楽しさを主観的に楽しむ本プログラムは，様々な疾患に対応できる基礎的プロ
グラムとして完成した．

研究成果の概要（英文）：  We developed a program for elderly disabled people to enjoy leisure 
activities subjectively. The program consists of the following five points: “The enjoyment from 
thoughts of enjoyment from the past, present or future”, “Enjoyment of thinking”, “The enjoyment
 achieved through accomplishment”, “Enjoyment of interacting with others”, and “Enjoyment by the
 affirmative change of the mind and body”.
  As a result of carrying out the program for stroke, bone fracture, heart disease, and elderly 
people with dementia, each elderly person with disabilities was able to subjectively enjoy leisure 
activities, and the mental and physical functions, activities and participation were also improved. 
Therefore, this program that subjectively enjoys the five pleasures of leisure activities was 
completed as a basic program that can deal with various diseases.

研究分野：リハビリテーション，作業療法学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまでは，過去に経験した余暇活動の楽しさを詳細に知ることのできる評価法や，余暇活動実施前・実施
中・実施後において，具体的な楽しさを提供する方法論がない現状であった．
　今回の研究では，余暇活動の楽しさを詳細に知る評価法を開発し，余暇活動の実施前・実施中・実施後に、具
体的な楽しみを提供できるプログラムを開発した．これは，リハビリテーションの治療に難渋する高齢者や，作
業機能や認知機能の改善における新たな方法論である．そして，主観的な楽しさを実感することで高齢者の潜在
能力を引き出すことに成功し，リハビリテーションの治療の進歩に大きく貢献できた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 研究代表者は，自信を失った重度の高齢障害者が余暇活動の楽しさを実感した結果，予想外
に日常生活活動が著明に改善したことを報告 1)した． 
 一方で，健康日本 21 の最終評価では，日常生活の歩数が悪化していた 2)．つまり運動の遂行
だけでは，高齢(障害)者の生活活動量が改善しないことがいえる．  
そこで，余暇活動の様々な楽しさを実感することが，生活活動量の増加，要介護状態の軽減
や QOL の向上につながるとの仮説を立て，本研究を開始した． 
先行研究の調査では，余暇活動が『なぜ楽しいか』を検討した研究は極めて少なく，高齢者
の主観的な楽しさを知る評価法がない現状であった．そこで研究代表者は，余暇活動の楽しさ
の詳細を知る評価法として，高齢(障害)者が過去に経験した余暇活動の楽しさが抽出できる，
余暇活動楽しさ評価法(Elderly version of Leisure Activity Enjoyment Scale，以下 LAES)
の開発を開始した． 
 ところが，がんと脳卒中がほぼ同時期に発症し，絶望感とうつ状態が出現して作業療法の実
施に難渋した高齢障害者に対して開発途中の LAES を実施しただけで、生きる希望を見出す 3)

効果が出現した． 
 この事実から，LAES の結果を考慮して，余暇活動を主観的に楽しむプログラムが開発できる
のではないかと考えた．  
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，LAESの信頼性と妥当性を検討した後に，LAESのデータから高齢障害者
が余暇活動を主観的に楽しむプログラム(以下，楽しさプログラム)を開発することである．そ
して，そのプログラムを対象者に実施して，どのような効果があるのかを検討することである． 
 
３．研究の方法 
（1）LAES の信頼性と妥当性の検討 
 本研究の核となる，過去に経験した余暇活動の主観的な楽しさを評価できる LAES の信頼性と
妥当性を検討した． 
 
（2）LAES を使用した楽しさプログラム試行版の実施 
  LAES の評価結果を考慮した余暇活動を提供し，余暇活動を主観的に楽しむことによってどの
ような肯定的な変化が見られるかを事例で検討した． 
 
(3)LAES を使用した楽しさプログラムの実施 
 LAES の調査データを使用して，楽しさの治療戦略を使用した楽しさプログラムと，余暇活動
の楽しさを学んだ後に余暇活動を実施して楽しさを振り返るという 2つの楽しさプログラムを
作成して，どのような効果が生じるかを探索的に検討した．  
 
 
４．研究成果 
                      
（1）LAES の信頼性と妥当性の検討        
LAES の信頼性と妥当性を検討した結果，     
18 項目から構成される LAES を作成した．     
LAES は，過去に実施した好きな余暇活動を    
1 つあげて，その余暇活動の 18 の楽しさを      
聴取する評価法である． 
表 1は，LAES の 18 の楽しさ項目である． 
この項目に対して＜とてもそう思う＞＜やや 
そう思う＞＜ややそう思わない＞＜とても 
そう思わない＞で回答する評価法である．           
LAES は因子分析の結果，＜過去・現在・ 
未来に想いを広げる楽しさ＞＜人と関わる 
楽しさ＞＜考える楽しさ＞＜達成感による楽 
しさ＞＜心と体が肯定的に変化する楽しさ＞ 
の 5つの構成概念を抽出し，この 5つの楽し 
さが余暇活動の楽しさの要素であることを 
明らかにした．               
また LAES は，一定の信頼性と妥当性が確 
認でき，認知症を除いた様々な疾患の高齢 
者に適用できる LAES が完成した．    
 これにより，楽しさプログラムを開発する 
ための基盤が完成した．        

表1  LAESの18の楽しさ項目                          

(この余暇活動は) 
①思い出すだけでも楽しい 
②好きである 
③思うとやってみたくなる 
④準備をすることから楽しい 
⑤体を使うことが楽しい 
⑥仲間と行えるから楽しい 
⑦人と話をしながら行うのが楽しい 
⑧様々 なことを考えながら行うのが楽しい 
⑨すること自体が楽しい 
⑩人に褒められる・喜ばれるなど人に認めてもらえると
楽しい 
⑪成果を予想できるから楽しい               
⑫心や体が気持ちよくなるから楽しい 
⑬努力するとよい結果が出るから楽しい 
⑭様々なことに気づけるから楽しい 
⑮新たな仲間ができるから楽しい 
⑯自分を成長させてくれるので楽しい 
⑰創造性が広がるから楽しい 
⑱心が落ち着くから楽しい                     

                     



（2）楽しさプログラム試行版の実施 
 当初 LAES は，認知症を除いた評価法であった．ところが，LAES を認知症高齢者に実施して，
LAES の結果を考慮した楽しさプログラム試行版を実施すると，帰宅願望や悲観的な訴えに加え
て認知症の行動・心理症状(以下，BPSD)が減少した．この結果より，楽しさプログラムは認知
症にも対応できる可能性を発見した． 
 その他に、すい臓がんの終末期の対象者，脱水症状で緊急入院した対象者，脳卒中の対象者， 
心疾患の対象者に対しても LAES の結果を考慮した楽しさプログラム試行版の実施で，疼痛の軽
減や活動量が増加した結果を報告した． 
 このことから，LAES を使用した楽しさプログラムは，楽しさの 5つの要素の＜過去・現在・
未来に想いを広げる楽しさ＞＜人と関わる楽しさ＞＜考える楽しさ＞＜達成感による楽しさ＞
＜心と体が肯定的に変化する楽しさ＞を使用して作成する方向性を決定した． 
 
(3) 楽しさプログラムの実施 
①楽しさの治療戦略を基盤とした楽しさプログラムの開発 
余暇活動を実施する時に，＜過去・現在・未来に想いを広げる楽しさ＞＜人と関わる楽し
さ＞＜考える楽しさ＞＜達成感による楽しさ＞＜心と体が肯定的に変化する楽しさ＞の楽
しさを提供する楽しさの治療戦略を作成した．この楽しさの治療戦略とは，主観的な楽しさ
を感じてもらうために，余暇活動実施前・実施中・実施後の中で対象者に楽しさを提供する
ための具体的な関わりのことである．表 2～表 6は，その楽しさの治療戦略である． 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そこで，楽しさの治療戦略を基盤とした楽しさプ 

表 4  達成感による楽しさ           
 
・手や足など体を使用すると楽しくなるこ
とを助言する  
・終わりが見えてくると楽しくなることを助
言する 
・思うようにいかないことも楽しいと助言す
る  
・うまくいくと楽しいと助言する  
・自分のイメージと結果が同じ時には楽し
いと助言する 
・展示会や大会に参加すると緊張感や反
響があるので 楽しいと助言する 
・余暇活動を写真に撮って後で見ると楽し
いので写真を撮ることを勧める 
・人にあげて喜んでくれることを想いなが
ら作ると楽しいと助言する  
・増えた知識や考えを語ってもらう 
・大変だったことを語るのも楽しい思い出
になると助言する 
・成果を褒める                

表 5  心や体が肯定的に変化する楽しさ          
 
・自分で満足できたら楽しいと助言する 
・余暇活動ができると体も気持ちも軽くなると助言する  

表 2  過去・現在・未来に想いを広げる楽しさ     
 
・余暇活動の思い出やエピソードを尋ねる  
・余暇活動の挑戦的なことは何かを尋ねる 
・余暇活動を始めたきっかけを尋ねる  
・楽しさを思い出すために、映像(TV・ネット・DVD)
や本・写真を使用して思い出す 
・楽しいことは忘れないと助言する 
・余暇活動実施後に楽しさを振り返る 
・できなくても使用していた道具に触れる  
・なぜその余暇活動が好きかを語ってもらう 
・昔好きだったことを思い出して、できる可能 
性を探す   
・自信がない場合や下手でも実際にやると楽し 
くなることがあると励ます  
・初めは大変でも、あとで振り返ると楽しい思 
い出になると助言する  
・初めは難しくてもうまくできると楽しくなる 
 と励ます 
・楽しくなると体の痛みがあっても忘れる可能 
性があることを助言する  
・体の状況の確認のために余暇活動の勧める 
・余暇活動のことを考えるとやってみたくなることが
あると助言する  
・体が思うように動かなくても体を動かすと 楽しく
なると励ます  
・道具に触れてもらい、その感触やエピソードを語
ってもらう  
・現状でできる環境を設定する 
・どんな道具や場所が必要か尋ねる 
・できる・できないよりも楽しみましょうと励ます 
・楽しいと余暇活動に集中することを助言する 
・楽しく実施している時は疲れないと助言する     

表 3  考える楽しさ                
 
・映像(TV・ネット・DVD)や本・写真を使用
して余暇活動実施方法を考えてもらう  
・余暇活動実施後に、さらに楽しくできる
方法を話し合う  
・余暇活動を実施中あるいは実施後に
何か気づきや新しい発見があれば語
ってもらう 
・余暇活動の楽しさを生活に活かす方法
を考えてもらう 
・休息中に実施方法を考えてもらう       



ログラムを実施した．具体的には，中等度認知症高 
齢者 2名に対して，考える楽しさを取り入れた塗り 
絵の余暇活動と，人と関わる楽しさを取り入れた散 
歩の余暇活動を実施した．その結果，中等度認知症 
高齢者の 2人の MMSE などの認知機能や，作業機能 
および認知症の行動・心理症状（Behavioral and 
Psychological Symptoms of Dementia 以下，BPSD） 
が改善した． 
また，入院によるストレスにより腰背部が痛強し 
た胸腰椎圧迫骨折高齢者には，過去・現在・未来に 
想いを広げる楽しさを考慮した余暇活動を提供した 
結果，腰背部痛が軽減し，日常生活で活動量が増加 
した． 
 さらに、頭部外傷の患者に対して，考える楽しさ 
を提供した結果，注意機能の改善が見られ，脳卒中でうつ状態や半側無視が残存している患者
に対して，過去・現在・未来に想いを広げる楽しさと考える楽しさを提供した結果，うつ状態
と半側無視が改善した． 
 
②余暇活動の楽しさを学び，余暇活動の楽しさを振り返る楽しさプログラムの開発 
 この楽しさプログラムは，表 7に示したように，様々な余暇活動の＜過去・現在・未来に想
いを広げる楽しさ＞＜人と関わる楽しさ＞＜考える楽しさ＞＜達成感による楽しさ＞＜心と体
が肯定的に変化する楽しさ＞を説明して，それらの楽しさの経験の有無を話し合い，その後に
余暇活動を実施して 5つの楽しさを振り返るプログラムである。そのプログラムの構成は、表
7のような構成となっている． 
 この楽しさプログラムの効果研究では，うつ 
状態の慢性心不全で入院中の患者に，A期(非 
介入期)は，好きな余暇活動である新聞読みの活 
動を 6回実施し，B期(介入期) には，表 7のプロ 
グラムを 8回実施して，うつ状態の改善を検討 
した．うつ状態の測定指標は HADS を使用した． 
1 回目では，「まさに楽しい活動を探している 
けどなかなか」との消極的な語りが見られたが， 
最後には「この学びをどこかで活かしたい」と 
退院後の生活の楽しみ方を考える発言が生じ始 
めた． 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
HADS の結果を図 1に示した．HADS は得点が高いほどうつ状態が強いのだが，A期での好きな
余暇活動である新聞読みの活動では，HADS の得点は有意な変化はなかった．しかし，楽しさを
学ぶプログラムを実践するとうつ状態が改善し，最終的には、HADS の得点が 0点となり，うつ
状態が消失した．  
また，このプログラムをグループホームで生活している軽度認知症から重度認知症で構成さ
れる 4～5名の小集団に対して実施した．プログラムは 1回 1時間の合計 12 回実施した．全て
の対象者は，徘徊などの行動が顕著で、絶えず落ち着きない状態で生活していたが，プログラ
ム実施中は、全 12回とも最後まで席を立つことはなく，楽しさの 5つの要素の経験の有無を問
いかけに対しても応答が見られ，回数を重ねるたびに発言が増加していった． 
 

表 6  人と関わる楽しさ          
・人と関わる楽しさを実感できる人と一緒
に余暇活動を実施する環境を設定する  
・どんなタイプの人とこれまで余暇活動を
楽しんできたのかを尋ねる 
・家族で話しながら余暇活動が実施でき
る環境を設定する   
・不安な時などネガティブな状況であって
も余暇活動を仲間と一緒に実施すると
楽しいことがあると助言する 
・人に教える環境を設定する 
・人に教えてもらえる環境を設定する   

表 7 楽しさを学ぶプログラム内容          
 
・重要な活動から楽しみを見つける 
・考える楽しさ 
・人と関わる楽しさ 
・達成感による楽しさ 
・心や体が肯定的に変化する楽しさ 
・過去・現在・未来に想いを広げる楽しさ 
・余暇活動を実施し，毎回の終了後に楽しさ 
を振り返る                                                         



 
  
表 8は，対照群（個別で好きな活動を実施する）と実験群(楽しさプログラム群)の作業機能 
(観察で作業機能の状態を測定する MOHOST，ADL の介助量を測定できる FIM)，認知機能(MMSE)， 
認知症の行動・心理症状(DBD で測定し，点数が高いほど行動・心理症状は悪化)の結果である． 
 この結果は，楽しさプログラム群の作業機能や認知機能および認知症の行動心理症状は，中
～高程度の効果量を示していることから，楽しさプログラム群は，個別で好きな活動をする群
よりも，作業機能や認知機能および認知症の行動心理症状が有意に改善していることを明らか
にした． 
 
 以上の結果より，本研究では，余暇活動を主観的に楽しむプログラムにおいて，『余暇活動実
施時に楽しさの治療戦略を使用する楽しさプログラム』と，『余暇活動の楽しさを学び，余暇活
動の楽しさを振り返るプログラム』の 2つのプログラムを開発し，脳卒中，認知症，心疾患の
対象者にそのプログラムの実施によって作業機能や認知機能が改善する一定の効果を確認した．  
このことから，LAES の構成概念である＜過去・現在・未来に想いを広げる楽しさ＞＜人と関
わる楽しさ＞＜考える楽しさ＞＜達成感による楽しさ＞＜心と体が肯定的に変化する楽しさ＞
を基盤とした 2つのプログラムは，疾患を伴った高齢者に，具体的な楽しみを実感しながら作
業機能や認知機能を改善できる革新的なプログラムとして活用できる可能性を見出した． 
 今後の研究予定としては，本研究で開発した『余暇活動実施時に楽しさの治療戦略を使用す
る楽しさプログラム』と，『余暇活動の楽しさを学び，余暇活動の楽しさを振り返るプログラム』
について，様々な疾患特性を考慮した疾患別によつ精度の高い楽しさプログラムを開発して，
その効果を検討していく予定である．  
 
＜引用文献＞ 
1)本家寿洋，佐々木熈之，山田孝，運動機能障害改善に固執した高齢機能障害者の一症例，作
業行動研究，4(1)，1997，23-31． 
2) 厚 生 労 働 省 ，「健康 日本 21 」 最 終 評 価 の公 表 ( オ ン ラ イン ) ， 入 手 先＜
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001r5gc.html＞(参照 2020.5.15) 
3)日谷正希，本家寿洋，高齢者版・余暇活動の楽しさ評価法の実施が自己効力感の改善と作業
選択の支援に役立った事例，作業行動研究，17(3)，2014，152-161． 
 

①第1ラウンド実施前後

第1ラウンド
実施前

第1ラウンド
実施後

p値 効果量(r)
第1ラウンド
実施前

第1ラウンド
実施後

p値 効果量(r)

ＭＯＨＯＳＴ 40.0(18.0） 46.0(6.0) 0.144 0.73 44.5(9.0) 45.5(5.0) 0.180 0.67
ＦＩＭ 54.5(21.0) 72.5(19.0) 0.068 0.91 72.5（27.0） 72.5(27.0) 0.655 -
ＤＢＤ 13.0(4.0) 10.0(2.0) 0.414 0.41 13.0(2.0) 12.5(3.0) 0.593 0.27
MMＳＥ 4.0(8.0) 4.0(8.0) 0.317 0.50 11.5(3.0) 10.0(6.0) 0.180 -

②第2ラウンド実施前後

第2ラウンド
実施前

第2ラウンド
実施後

p値 効果量(r)
第2ラウンド
実施前

第2ラウンド
実施後

p値 効果量(r)

ＭＯＨＯＳＴ 45.5(5.0) 46.0(4.0) 0.180 0.67 46.0(6.0) 47.0(18.0) 0.854 -
ＦＩＭ 72.5(27.0) 76.5(29.0) 0.066 0.92 72.5(19.0) 67.5(37.0) 0.285 -
ＤＢＤ 12.5(3.0) 11.0(6.0) 0.109 0.80 10.0(2.0) 9.0(8.0) 0.269 0.55
MMＳＥ 9.0(4.0) 10.5(5.0) 0.060 0.92 4.0(8.0) 4.5(9.0) 1.000 0.00

表8　第1および第2ラウンド実施前後の両群のMOHOST，ＦＩＭ，ＤＢＤ，ＭＭＳＥの比較

B群(実験群　楽しさプログラム群 n＝4)

A群(実験群　楽しさプログラム群 n＝4) B群(対照群　個別プログラム群 n＝4)

A群(対照群　個別プログラム群　n＝4)
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